
重点整備地区候補地の検討 
各地区における配置要件等について、「◎：バリアフリー化を進めることで高い効果が得られる地区」、「〇：バリアフリー化を進めることで一定の効果が得られる地区」、「△：バリアフリー化が必

要であるが優先順位が他地区と比べて低い地区」として評価し、重点整備地区候補地を選定する。 

 両国駅周辺地区 錦糸町駅周辺地区 本所吾妻橋駅周辺地区 押上駅周辺地区 菊川駅周辺地区 曳舟駅・京成曳舟駅周辺地区  八広駅周辺地区 東向島駅周辺地区 鐘ヶ淵駅周辺地区 小村井駅周辺地区 東あずま駅周辺地区 

【配置要件】 
①駅別乗降者 

②バス運行本数 

③主要施設数 

 

※「施設名(外)」

は駅を中心と

した半径 500m

の円の外にあ

る施設 

◎ 

駅別乗降者数、バ 

スの運行本数が多 

く、重要な施設も 

多く立地してい 

る。 

【重要な主要施設】 
・同愛記念病院 

・山田記念病院(外) 

・両国子育てひろば 

・同愛高齢者支援総合センター 

・みどり高齢者支援総合センター(外) 

・江戸東京博物館 

・国技館 

・緑出張所（外） 

◎ 

駅別乗降者数、バ

ス運行本数が２番

目に多く、重要な

主要施設も多い。 

 

【重要な主要施設】 

・墨東病院 

・賛育会病院(外) 

・すみだ保健子育て総合センター(外) 

・ハローワーク墨田 

・すみだ障害者就労支援総合センター(外)  

・商業施設(複数) 

アルカキット錦糸町、テルミナ、  

オリナス錦糸町、マルイ、 

楽天地ビル 

・錦糸公園 

・大横川親水公園(外) 

〇 

バスの運行本数

が多い。押上駅

周辺地区と一部

の区域が重なっ

ている。 

【重要な主要施設】 

・墨田区役所 

・東京スカイツリータウン 

・東京ミズマチ 

・隅田公園 

・大横川親水公園 

◎ 

駅別乗降者数、

バス運行本数が

最も多く、重要

な主要施設も多

い。 

【重要な主要施設】 

・すみだ福祉保健センター 

・こうめ高齢者支援総合センター  

・なりひら高齢者支援総合センター 

・すみだ保健子育て総合センター(外)  

・すみだ共生社会推進センター 

・すみだ消費者センター 

・横川出張所 

・大横川親水公園 

・東京スカイツリーイーストタワー 

・東京スカイツリータウン 

・東京ミズマチ 

△ 

バスの運行本数

は多いが、主要

施設数は少な

い。 

 

【重要な主要施設】 

・緑出張所(外) 

・みどり高齢者支援総合センター(外)  

◎ 

駅別乗降者が多

く、主要施設数

も多い。重要な

主要施設も多く

立地している。 

【重要な主要施設】 

・東京曳舟病院 

・東京都済生会向島病院 

・中村病院 

・むこうじま高齢者支援総合センター  

・すみだボランティアセンター 

・すみだ生涯学習センター 

・東向島出張所 

・イトーヨーカドー曳舟店 

△ 

バスの運行本数

が多いが、主要

施設数が少な

い。 

 

【重要な主要施設】 

・八広はなみずき高齢者支援総合センター  

△ 

主要施設は公園

と学校が多い。 

曳舟駅周辺地区

と一部の区域が

重なっている。 

【重要な主要施設】 

・東京都済生会向島病院 

・むこうじま高齢者支援総合センター  

・すみだ生涯学習センター 

・東向島出張所 

△ 

バスの運行本数

及び主要施設数

が少ない。 

 

 

【重要な主要施設】 

・東京都リハビリテーション病院  

・墨田二丁目出張所 

 

△ 

駅別乗降者数は

少ない。学校や

公園が多く立地

している。 

 

【重要な主要施設】 

・墨田中央病院 

・文花子育てひろば 

・文花出張所 

・いきいきプラザ 

・ぶんか高齢者支援総合センター(外) 

△ 

駅別乗降者数、

バスの運行本数

は少ない。 

主要な施設とし

ては公園が多

い。 

【重要な主要施設】 

・立花ゆうゆう館 

・賛育会病院(予定) 

【課題要件】 
（満足度） 

①駅・駅周辺の 

歩行空間 

②区立公園 

③公共施設 
２点：平均より 10％低い 

１点：平均程度 

０点：平均より 10％高い 

〇 
①駅・駅周辺の歩行空間１点 

②区立公園  １点 

③公共施設  １点 

合計３点 

 

〇 
①駅・駅周辺の歩行空間１点 

②区立公園  ２点 

③公共施設  ０点 

合計３点 

 

〇 
①駅・駅周辺の歩行空間２点 

②区立公園  １点 

③公共施設  １点 

合計４点 

 

〇 
①駅・駅周辺の歩行空間１点 

②区立公園  １点 

③公共施設  １点 

合計３点 

 

〇 
①駅・駅周辺の歩行空間１点 

②区立公園  １点 

③公共施設  ２点 

合計４点 
※アンケートの母数を

考慮する必要がある。 

△ 
①駅・駅周辺の歩行空間１点 

②区立公園  １点 

③公共施設  ０点 

合計２点 

 

〇 
①駅・駅周辺の歩行空間０点 

②区立公園  ２点 

③公共施設  １点 

合計３点 
※アンケートの母数を

考慮する必要がある。 

〇 
①駅・駅周辺の歩行空間１点 

②区立公園  ２点 

③公共施設  ０点 

合計３点 
※アンケートの母数を

考慮する必要がある。 

◎ 
①駅・駅周辺の歩行空間１点 

②区立公園  ２点 

③公共施設  ２点 

合計５点 
※アンケートの母数を

考慮する必要がある。 

◎ 
①駅・駅周辺の歩行空間２点 

②区立公園  ２点 

③公共施設  １点 

合計５点 
※アンケートの母数を

考慮する必要がある。 

◎ 
①駅・駅周辺の歩行空間２点 

②区立公園  ２点 

③公共施設  ２点 

合計６点 
※アンケートの母数を

考慮する必要がある。 

【効果要件】 
①高齢者人口割合 

②乳幼児人口割合 

③障害者人口割合 
３点：割合が平均より高い 

２点：割合が平均と同じ 

１点：割合が平均より低い 

△ 
①高齢者人口割合１点 

②乳幼児人口割合２点 

③障害者人口割合１点 

合計４点 

△ 
①高齢者人口割合１点 

②乳幼児人口割合１点 

③障害者人口割合１点 

合計３点 

△ 
①高齢者人口割合１点 

②乳幼児人口割合１点 

③障害者人口割合１点 

合計３点 

〇 
①高齢者人口割合３点 

②乳幼児人口割合１点 

③障害者人口割合１点 

合計５点 

※いずれの人口も 

他地区より多い。 

〇 
①高齢者人口割合１点 

②乳幼児人口割合３点 

③障害者人口割合１点 

合計５点 

◎ 
①高齢者人口割合３点 

②乳幼児人口割合３点 

③障害者人口割合１点 

合計７点 

※いずれの人口も 

他地区より多い。 

◎ 
①高齢者人口割合３点 

②乳幼児人口割合２点 

③障害者人口割合１点 

合計６点 

◎ 
①高齢者人口割合３点 

②乳幼児人口割合２点 

③障害者人口割合１点 

合計６点 

※乳幼児人口は 

他地区より多い。 

◎ 
①高齢者人口割合３点 

②乳幼児人口割合１点 

③障害者人口割合３点 

合計７点 

〇 
①高齢者人口割合３点 

②乳幼児人口割合１点 

③障害者人口割合１点 

合計５点 

※高齢者人口及び 

乳幼児人口は 

他地区より多い。 

◎ 
①高齢者人口割合３点 

②乳幼児人口割合２点 

③障害者人口割合１点 

合計６点 

まちづくり等の

動き 

〇 
両国駅北側において、良

好な開発を誘導し、公的

空間の整備促進を図るた

め、地区全体のまちづく

りの考え方の取りまとめ

を予定している。また、

隅田川沿川地区（蔵前橋

～駒形橋周辺エリア）に

おいては、大規模な民間

開発事業が予定されてお

り、あわせて周辺の公共

施設整備を行う必要があ

る。 

◎ 
2030 年代半ばの地下

鉄 8号線（有楽町

線）豊洲-住吉間の延

伸に伴い、錦糸町駅

周辺のまちづくりの

検討が進められてい

る。 

△ 
特になし 

◎ 
地区計画等により押

上駅北側のまちづく

りを推進しており、

東武伊勢崎線連続立

体交差事業ととも

に、補助１１４号線

（言問通り）の拡幅

事業が実施されてい

る。今後は北口交通

広場を含め周辺の街

路整備事業が予定さ

れている。 

△ 
特になし 

◎ 
現在、東武曳舟駅周

辺地区まちづくり方

針を策定中であり、

今後、市街地再開発

事業とともに補助３

２６号線（曳舟たか

ら通り）の拡幅整備

にあわせた駅前交通

広場の整備が予定さ

れている。 

△ 
特になし 

△ 
特になし 

〇 
補助第１２０号線

（鐘ヶ淵通り）の拡

幅整備事業及び鉄道

立体化の早期実現な

どに向けたまちづく

り計画を現在改定中

である。 

〇 
地区計画等により、

教育・文化・産業が

調和するまちづくり

が行われている。今

後は都営住宅の一部

建替えが予定されて

いる。 

△ 
特になし 

 

※重要な主要施設 

支援を要する方の利用が見込まれる福祉、保健、

医療、子育て、就労関係施設、区役所及び出張所、

様々な属性の利用が見込まれる大規模な商業施設等

としている。 

△：合計点が３点～４点、〇：合計点が５点、◎：合計点が６点～７点として評価する。 

△：合計点が２点、〇：合計点が３点～４点、◎：合計点が５点～６点として評価する。 

資料２－１ 


